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三
鷹
市
長

新
年
を
迎
え

人
生
１
０
０
年
時
代
を
考
え
る

　
平
成
30（
２
０
１
８
）年
の
新
春
を
迎
え
、
世
界
の
平
和

と
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
4
月
、
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ
ラ

ザ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
子
ど
も
発
達
支
援
、
総
合

保
健
、
福
祉
、
生
涯
学
習
、
総
合
防
災
、
総
合
ス
ポ
ー

ツ
の
各
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
発
揮
を
目

指
し
て
業
務
を
着
実
に
進
め
つ
つ
、
施
設
の
改
善
を
行

う
年
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
フ
ラ
ッ
グ
ツ
ア
ー
を
端
緒
に
、
秋
の
市
民

体
育
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
市
民
駅
伝
大

会
、
ケ
ン
コ
ウ
デ
ス
カ
？
デ
ー
、
市
民
文
化
祭
、
農
業

祭
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
事

業
を
、
市
民
及
び
関
係
団
体
の
皆
様
と
の
協
働
や
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
、
同
施
設
を
会
場
と
し
た
初
め
て
の

開
催
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
毎
回
公
募
に
よ
る
少
人
数
の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
い
て
い
る「
市
長
と
語
り
合
う
会
」は
こ
れ
ま
で

83
回
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
1
回
目
は
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ａ
Ｒ
Ｕ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
、
2
回
目

は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の
皆
様
と
語
り
合
い

ま
し
た
。
自
主
的
な
介
護
予
防
活
動
に
加
え
て
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室（
リ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
室
）で
健
康
管
理

を
さ
れ
て
い
る
お
話
や
、
市
民
大
学
総
合
コ
ー
ス
の
学

び
を
発
展
さ
せ
て
、
さ
ら
に
小
グ
ル
ー
プ
で
深
め
ら
れ

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
生
か
さ
れ
た
り
し
て
い
る
高

齢
者
の
皆
様
の
お
話
に
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
生

き
る
こ
と
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
思
い
で
す
。

　

妊
娠
中
の
方
を
対
象
に
し
た「
両
親
学
級
」「
ゆ
り
か

ご
面
接
」や
、
乳
幼
児
の「
3
～
4
カ
月
児
健
診
」「
一
時

保
育
」等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
元
気
創
造
プ
ラ
ザ
に
は
、

人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
る
上
で
の
多
世
代
交
流
の

意
義
が
見
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

新春対談  4・5面

　人気漫画『孤独のグルメ』原作者
の久住昌之さんをお招きし、生ま
れ育った三鷹のまちへの思いや、
漫画、絵本、文筆、音楽などの多
彩な創作活動について、清原市長
と語り合っていただきました。

新 春 号

毎月第1・第3日曜日発行
広報みたかはシルバー人材セン
ターの会員がお届けしています。
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携帯サイト

市長コラム

年始のごみ収集開始日を
ご確認ください	 2面

市役所と市の施設は1月4日㈭から
サービスを開始します	 2面

保育園などの1次選考内定者の
公表と2次募集	 2面

市からのお知らせ	 7面から

今号の紙面から

　三鷹市星と森と絵本の家は、今年の7月7日で開館10年目を
迎えます。同施設は国立天文台の協力のもと、敷地内の緑豊か
な森にたたずむ大正時代の旧官舎を保存活用して造られまし
た。畳に座ってゆったりと絵本を楽しめる室内には、天文や自
然科学に関する本や展示もあり、広々とした庭では子どもたち
が五感を使って遊ぶことができます。また、施設の運営には、

たくさんの市民ボランティアのみなさんが携わっています。多
くの方々の協働の力で、子どもたちは絵本の楽しさや宇宙・自
然の素晴らしさに出会い、知的好奇心や感受性を育んでいます。
　市では、人と自然が共生する持続可能な都市の創造に向け
て、これからも財政の健全性の維持に努めながら、未来への投
資を着実に推進していきます。

星と森と絵本の家で開催するお正月行事などは8面をご覧ください。

三鷹の豊かな自然を
学び  守り  活かす

これからも人と自然が共生する持続可能な都市を目指して


